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ɹҰൠࣾஂ๏ਓຊڠۀࠂձ̎̌̎̌ఆ࣌
૯ձ͕݄̒̍ɺ৽ܕίϩφΠϧεײછͷӨڹ
ΛؑΈग़੮Λਖ਼෭ཧࣄɺ໊̍ࣄͱઐཧࣄɺৗ
ཧݶʹࣄఆ͠ɺి ௨ۜ࠲Ϗϧɾ̔ ֊ձٞࣨͰ։࠵
͞Εͨɻ
ɹ։࠵ʹઌཱͪɺాཧࣄΑΓѫ͕ͨͬ͋ࡰɻ

ɹཧࣄͷాͰ͢ɻ
ɹຊɺ͓ ͍͠தɺ·ͨίϩφͱ͍͏ࣄଶͷதɺ
͓ू·Γ͍͖ͨͩɺ͋ Γ͕ͱ͏͍͟͝·͢ɻ
ɹͻͱݴɺ͝ ѫࡰΛ͍͖ͤͯͨͩ͞·͢ɻ
ɹࠓ����ɺ+"""ཱ��Λܴ͑·͢ɻ
ɹ+"""ͱͯ͠ɺաڈͷ��ΛৼΓฦΔͷͰ
ͳ͘ɺ࣍ͷ���पʹ͚ͨεςοϓͱͯ͠ɺ͜ ͷ
ઌ��Λ͑ߟΔઅʹ͍ͨ͠ͱ͍ࢥ·͢ɻ
ɹ·ͨࠓɺϏδϣϯΛ্ཱͪ͛ͯ�ͱͳ
Γ·͢ɻ
ɹۀࠂք͕͜Ε͔Βͣͬͱ「ັྗ͋Δॴ」Ͱ
͋ΔͨΊʹɺਓࡐҭɺΫϦΤΠςΟϒɺσδλϧ
Λۀࣄͷபͱͯ͠ɺνϟϨϯδΛଓ͚͍͖͍ͯͨͱ
ɻ͢·͍ࢥ
ɹࠓɺօ͞Μͷ͝ࢧԉɾ͝ྗڠΛɺͥ ͻɺΑ
Ζ͓͍͍ͨ͘͠͠ئ·͢ɻ
ɹҎ্ɺ͝ ѫࡰʹ͍͖͑ͤͯͨͩ͞·͢ɻ

ɹ͋Γ͕ͱ͏͍͟͝·ͨ͠ɻ

ˎɹɹɹˎɹɹɹˎ

ɹਐߦͷߥৗཧࣄΑΓ「ܾٞݖͷ͋Δձһ
දऀ͔Βҕঢ়ఏग़ΛٻΊΔ։࠵ͱͨ͠ɻग़੮
ऀ�໊ɺҕঢ়ͷఏग़͕���໊ɺ߹໊���ܭͰɺձһ
૯���໊ͷաΛ͑ɺఆୈ��ٴͼୈ��
ʹΑΓຊ૯ձ༗ޮʹཱ͍ͯ͠Δ」ࢫɺใ͕ࠂ
͋Γ։ձΛએͨ͠ݴɻ
ɹాཧࣄΛٞʹɺٞ ॺ໊ਓͱͯ͠ɺࣄ
"%,ϗʔϧσΟϯάεͷ২෭ཧࣄɺి ௨ά
ϧʔϓͷੴҪ෭ཧࣄΛબ͠ɺٞ Ҋ৹ٞʹೖͬ
ͨɻٞ ҊɺଜҪઐཧ͕ࣄઆ໌ͨ͠ɻ

ɹ����ɺϏδϣϯͷ�ɺ「ϗοϓ�εςο
ϓ�δϟϯϓ」ͷ「εςοϓ」ͷͱͳΔɻ
ɹ「ڠಇεΩʔϜ」ɺࡢ͔Β࢝Ί 「ͨҕһձ
ٞ」͕ ͋͛ΒΕΔɻ��ͷҕһձ͔Βҕһ͕ू·Γɺ
ҕһձ͕ͯ͠ྗڠ৽͍͠ηϛφʔΛ։͢࠵ΔͳͲɺ
۩ମతͳΞΫγϣϯʹͭͳ͕ͬͨɻ
ɹ「ਓࡐҭ」ɺ৽ਓηϛφʔͱϑΥϩʔΞο
ϓηϛφʔͰɺଟ͘ͷձһࣾͷ৽ਓ͕ࢀՃ͠ɺ
େධͱͳͬͨɻ·ͨ৽ͨͳऔΓΈͱͯ͠ɺϚ
εϝσΟΞϯͱΜͰ։ֶͨ͠࠵ੜ͚ͷηϛ
φʔɺஂ̐̎ؔࠂମͱҰॹʹ։ͨ͠࠵େֶग़
ுηϛφʔͳͲɺֶ ੜʹ͚ͨ৽ͨͳΞϓϩʔν
ελʔτͤͨ͞ɻ

2020年度

定時総会報告

特集1

〈報告事項〉

₁ 2019年度事業報告の件

ཧࣄ͍͋ͭ͞

ా�७࣏
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ɹ「σδλϧͷରԠ」ɺ+""+*""ͱҰॹʹɺ
σδλϧࠂʹ͓͚Δ࣭՝ͷదਖ਼ԽͷͨΊͷ
Ίɺ४උҕһձΛ্ཱͪ͛ͨɻ࢝Έͮ͘ΓΛ
ɹ「ಇ͖ํվֵ」ɺ͜ ͷ�ؒɺۀࠂքͷಇ͖ํ
վֵͷͨΊͷࡦࢪΛਐΊɺ੍ Ҭσδλϧྖྖ࡞
Ҭͷվֵͷ΄͔ʹɺࠂձࣾͷಇ͖ํվֵͷݱ
ঢ়Ѳใڞ༗ͳͲɺ৽͍͠ಇ͖ํͷΞΫγϣ
ϯΛਐΊͨɻ
ɹ「ϝσΟΞϏδωεͷੑ׆Խ」ɺςϨϏҕһձ
Ͱɺ�ʹΘͨΓɺۀք໊ؔ���ऀΛूΊͨ
「ϑΥʔϥϜ」Λ։͠࠵ɺ+"""ͷଘײࡏΛࣔͨ͠ɻ
ΦϯϥΠϯૹߘࣈນ$.ͷਪਐͳͲɺϏδωε
ɺϥδΦɺࢽࡶͷมԽʹରԠͨ͠ɻ·ͨ৽ฉɺڥ
ަ௨ࠂͳͲɺݱࢧԉͷͨΊͷηϛφʔ։࠵ͳ
Ͳɺ֤ छࡦࢪΛਪਐɺఆணͤͨ͞ɻ
ɹ「ΫϦΤΠςΟϒ」ɺएखʹ͚ͯ৽͍͠ελΠ
ϧͷߨԋձͷ։࠵ɺֶ ੜ͚ηϛφʔͰΫϦΤΠ
λʔɾΦϒɾβɾΠϠʔडऀΛࢣߨʹ͢ΔͳͲɺ৽
͍͠ΞΫγϣϯΛ࣮͢ࢪΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͨɻ
ɹ「13ઓུ」ɺ)1ͷϦχϡʔΞϧɺձใͷฤू
༰ͷվగͳͲɺڠձͷ13׆ಈΛݟ͠ɺಡΜͰ
Β͑ΔใΛͯ͠ࢦվֵΛਐΊͨɻ͞ Βʹɺ
քͷັྗΛ֎ʹൃ৴͢Δͱ͍͏৽ͨͳϛοۀࠂ
γϣϯΛ͛ܝɺ「ۀքΛؾݩʹ͢Δ」͜ ͱΛͯ͠ࢦ
վֵΛਐΊͨɻ

ɹ����ͷձһࣾͷಈɺೖձ�ࣾୀձ�ࣾ
Ͱɺ�����݄��ࡏݱͷձһࣾ���ࣾͱ
ͳͬͨɻ
ɹ����ఆ࣌૯ձҎ߱ʹୀͨ͠ཧࣄ�໊
ͱͳͬͨɻ
ɹҎ্ɺଜҪઐཧࣄ 「͕����ۀࣄใࠂ」Λ
આ໌ͨ͠ɻ

ʪ貸借対照表・�����݄��ࡏݱʫ
■資産の部
ɹ「ܭ߹࢈ࢿ」͕ ɺ�ԯ����ສ����ԁ

「̇負債の部」
ɹ「ෛܭ߹࠴」͕ ɺ�ԯ����ສ����ԁ
「̇正味財産の部」
ɹ「ਖ਼ຯܭ߹࢈ࡒ」ɺ����ສ����ԁ
ɹ「ෛٴ࠴ͼਖ਼ຯܭ߹࢈ࡒ」ɺ�ԯ����ສ����ԁ

ʪ正味財産増減計算書・�����݄�ʙ�
�������݄��ʫ
■「一般正味財産増減の部」
ɹ「ܦৗऩӹܭ」ɺ�ԯ����ສ����ԁ
ɹ「ܦৗඅ༻ܭ」ɺ�ԯ����ສ����ԁ
「̇ܦظৗ૿ֹݮ」ɺ���ສ����ԁ
「̇ظҰൠਖ਼ຯֹݮ૿࢈ࡒ」ɺ���ສ����ԁ
「̇Ұൠਖ਼ຯظ࢈ࡒटߴ」͕ ɺ����ສ����ԁ
「̇Ұൠਖ਼ຯظ࢈ࡒߴ」ɺ����ສ����ԁ
「̇ਖ਼ຯظ࢈ࡒߴ」ɺ����ສ����ԁ

ʪ財務諸表に対する注記ʫ
「ॏཁͳձํܭ」ͱͯ͠
ɾݻఆ࢈ࢿͷݮՁঈ٫ͷํ๏ఆֹ๏Λ࠾༻ɻ
ɾ�ୀ৬څҾۚʹ͍ͭͯɺ৬һͷظୀ৬څ༩
ͷཁֹڅࢧΛ্ܭɻһୀ৬څҾۚʹ͍ͭͯ
ɺظ͖ͮجʹنୀ৬څ༩ͷཁֹڅࢧΛ্ܭɻ
ɾ�ফඅ੫ٴͼํফඅ੫ͷձܭॲཧɺ੫ࣜํࠐΛ
ɻ༺࠾

ɹҎ্ɺ����ܾࢉʹ͍ͭͯଜҪઐཧࣄͷ
આ໌͕ऴྃͨ͠ɻ
ɹଓ͍ͯɺૣ ࣄΑΓ「ᶃۀࣄใࠂͷࠪ݁
Ռɺ๏ྩٴͼఆʹै͍ɺ๏ਓͷঢ়گΛਖ਼͘͠
͍ࣔͯ͠ΔͷͱೝΊΔɻᶄࢉܭॻྨٴͼͦͷ
ଐ໌ࡉॻฒͼʹ࢈ࡒͷࠪ݁Ռɺ๏ਓͷࡒ
Λɺ͢گͼଛӹͷঢ়ٴ࢈ ͯͷॏཁͳʹ͓͍ͯɺ
దਖ਼ʹ͍ࣔͯ͠ΔͷͱೝΊΔɻ」ࢫɺࠪใ͕ࠂ
ΘΕͨɻߦ
ɹ͕ٞɺ࣭ ٙΛड͚͕ͨɺಛʹͳ͘ɺňୈ̍߸ٞ
Ҋ����ܾࢉใࠂঝೝͷ݅ŉɺҟٞͳ͘ɺݪ
Ҋͷ௨Γঝೝ͞Εͨɻ

・特　集・　2019年度　定 時 総 会 報 告

〈決議事項〉

第１号議案 ２０１９年度決算報告承認の件
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ɹຊһվબظͰͳ͍͕ɺ����ఆ࣌
૯ձҎ߱ʹ�໊ͷཧࣄͷ͕ࣙ͋ͬͨɻһɺఆ
��ʹΑΓ૯ձʹ͓͍ͯબ͢Δɻһͷܽһ
ิॆͰɺୈ���ճཧࣄձʹ͓͍ͯɺত௨ɾதଜࢯɺ
ి௨ΞυΪΞɾԕ౻߂ெࢯɺి ௨σδλϧɾ্फ
ҰࢯɺϑϩϯςοδɾߴཽҰࢯͷ�໊ͱɺઐ
ཧࣄͷࣙʹͱͳ͍ɺཧऀิީࣄʹ͍ͭͯɺձһ
දऀҎ֎͔Βཧࣄɾ෭ཧࣄձٞʹͯ߃௺ڮ
ೋࢯΛཧऀิީࣄͱͯ͠બग़ͨ͠ɻ
ɹظఆୈ��ୈ�߲ʹΑΓલऀͷظ
ؒͱͳΔͱɺଜҪઐཧ͕ࣄใͨ͠ࠂɻ
ɹ͕ٞɺ「ୈ̎߸ٞҊɹ����һબͷ݅」
ʹ͍ͭͯٞʹͨͬࢾͱ͜Ζɺҟٞͳ͘ঝೝ͞Ε
ͨɻ

ɹఆʹଇΓɺܭۀࣄըฒͼʹऩࢧ༧ࢉʹ͍ͭͯ
ɺཧࣄձʹܾ͍ͯٞͯ͠ΔͷͰͦͷ݁ՌΛใࠂ
͢Δɻ

［2020年度事業計画］
ɹίϩφͱ͍͏ະિ༗ͷࣄଶ͔Β࢝·ͬͨ̎̌̎̌
ɺ·ͩ·ͩͦͷӨڹଓ͖ɺґવͱͯ͠ऩଋ͕
Ͱ͋Δɻگͳ͍ঢ়͑ݟ
ɹࠓ��पͱ͍͏અɺڠձʹͱͬͯه೦
͖͢Ͱ͋Δ͕ɺͨ ͩաڈΛջ͔͠ΉͷͰ
ͳ͘ɺ「དྷͨΔ���पʹ͚ͯɺ͜ ͷઌ̏̌Λε
λʔτͤ͞Δ」ͱ͍͏ํ͑ߟͰਐΊ͍͖͍ͯͨɻ
ɹࠓɺ「࣍ͷ��ʹ͚ͨ৽ͨͳελʔτΠ
Ϡʔ」ͱͯ͠ɺ৽͍͠ϓϥϯ࣍ͷͱ͓Γɻ
ɹ·ͣɺ͜ Ε·Ͱͷ࢈ࢿΛੈ࣍ʹ͔ͨ͢׆Ίʹɺ
͜Ε·Ͱͷηϛφʔͷ͋ΓํΛݟ͢ɻձٞࣨΛগ
͠վ͠ɺৗઃͷηϛφʔϧʔϜͱ͠ɺ݄ ྫͷఆྫ

ηϛφʔΛ࢝ΊΔɻΦϯϥΠϯݚमݕ౼͢Δɻ
ɹ࣍ʹɺະདྷΛ୲͏एऀʹϓϩδΣΫτΛୗ͠ɺ͜
Ε͔Βͷۀࠂքɺ͜ Ε͔Βͷ+"""ͷ࢟Λͯ͑ߟ
Β͏ࢼΈΛ࢝ΊΔɻ「एख͕ࢀՃ͠ɺҰॹʹ͑ߟ
Δ」Λ࡞Δ͜ͱͰɺ৽͍͠ࠂͷ͋Γํɺ৽͍͠
ΞΫγϣϯΛ࢝ΊΔ͖͔͚ͬͱ͢Δɻ
ɹޙ࠷ʹɺ͜ Ε·ͰҎ্ 「ʹձһࣾͱͷ」Λ૿
͢ɻࠓ�݄͔ΒɺπΠολʔϑΣΠεϒο
ΫͳͲͷ4/4Λ࢝Ίͨɻ)1ಡΈ͘͢վఆ͢Δɻ
͜͏ͨ͠औΓΈΛ௨ͯ͠ձһࣾͷ՝Λڞ༗͠ɺ
͔ͦ͜Β৽͍͠ΞΫγϣϯϓϥϯΛൃݟͰ͖ΔΑ
͏ʹ͍ͨ͠ɻ
ɹࠓɺϏδϣϯ�ͱ͠ 「ͯ+"""ܹม
͢ΔۀࠂքΛ͑ࢧɺۀքΛϦʔυ͢ΔΤϯδϯͱ
ͳΔ」ͱ͍͏ඪΛܧଓ͠ɺୡͤ͞Δ̍ͱͳΔɻ
ɹ�ͭͷΞΫγϣϯϓϥϯܧଓ͠ɺ「ڠಇεΩʔϜ
ͷڧԽ」ΛୈҰͷඪʹ͍͋͛ͨɻ
ɹ�ͭ「σδλϧͷڧԽ」Ͱɺ̓ શ҆৺ͳσδλ
ϧࢢࠂΛ࡞Γ্͛ΔͨΊͷ׆ಈΛɺ͞ ΒʹڧԽ
͍ͯ͘͠ɻ
ɹ�ͭ 「͕ਓࡐҭ」Ͱɺޙࠓɺएखͷҭͷͨ
ΊʹΞΫγϣϯΛଓ͚ɺएख͕׆༂Ͱ͖ΔۀքΛங
্͖͍͖͍͛ͯͨɻ

［2020年度収支予算計画］
ɹ「ܦৗऩӹܭ」ɺ�ԯ����ສ����ԁͰɺલ
༧ࢉΑΓɺ���ສ����ԁఔଟ্ͨ͘͠ܭɻ
ɹ「ܦৗඅ༻ܭ」ɺ�ԯ����ສ����ԁͱͳΓɺ
લΑΓɺ���ສ����ԁఔগͳ্ͨ͘͠ܭɻ
ɹ「ܦظৗ૿ֹݮ」ɺɻ ���ສ����ԁͱͳΓɺ
「Ұൠਖ਼ຯظ࢈ࡒटߴ」͕ ɺ����ສ����ԁʹର
ͯ͠ɺ「Ұൠਖ਼ຯظ࢈ࡒߴ」ɺ����ສ����
ԁͱͳΓɺ「ਖ਼ຯظ࢈ࡒߴ」ɺ����ສ����
ԁΛࠐݟΉɻ
ɹҎ্ʹ͍ͭͯɺଜҪઐཧ͕ࣄઆ໌ใ͠ࠂɺٞ 
͕࣭ٙΛड͚͕ͨɺಛʹͳ͘ɺใ߲ࣄࠂࢿྉͷ௨
Γঝೝ͞Εͨɻ

ɹҎ্ʹͯɺશͯͷٞҊ͕ঝೝ͞Εɺ৹ٞΛऴྃɺ
͕ٞดձΛએͨ͠ݴɻ

〈報告事項〉

2 ２０２０年度事業計画並びに 
収支予算報告の件

第２号議案 2020年度役員選任の件
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　一般社団法人日本広告業協会（JAAA）は、
1950年（昭和25年）5月1日に日本新聞広告業者協会として発足し、

本年70周年を迎えました。

　これからの広告業界、これからのJAAAの進むべき未来に向かって、
新たな気持ちで1年をスタートさせていきます。
　大事なことは、広告業界がこれからも輝き続け、

若い人達が夢を持って生き生きと活躍できる業界であることです。
JAAAビジョンに「人材確保・育成」をかかげて活動を行っており、
今年度はさらに、若い人達を巻き込んだ新たな施策に着手します。

今20代、30代の若い世代が、
30年後の未来に思いを巡らす場づくりなど、

彼らの思いを受け止め、
共有する枠組みを作っていきたいと考えます。

・
・
・

ಈΛ௨ͯ͠ৼΓฦΓ·͢ɻ׆ըͱͯ͠ɺ༂ਐ͢ΔσδλϧʹΑΔܹಈͷ��ؒΛɺ+"""ͷاϖʔδ͔Βɺ��पಛผ࣍
ͦͯ͠ɺ͜ Ε͔Βͷ��ؒͰੈքͲͷΑ͏ʹม͍ͯ͘͠ͷ͔ɺະདྷͷࢹΛ·ͱΊ͍ͯ·͢ɻɹ
քͷएखͷօ༷ʹେʹ༧ଌͯ͠ۀࠂքʹͳ͍ͬͯͯཉ͍͔͠ɺۀքͲ͏ͳ͍ͬͯΔ͔ɺͲΜͳۀࠂɺະདྷͷʹߋ
͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻ
ɻࡌܝɺ����ΫϦΤΠλʔɾΦϒɾβɾΠϠʔʹબग़͞Εͨ�໊ͷΫϦΤΠλʔʹΑΔεϖγϟϧରஊΛޙ࠷
��ޙͷະདྷΛݟਾ͑ɺ͜ Ε͔ΒνϟϨϯδ͍ͨ͜͠ͱɺۀࠂքͷ͜Ε͔Βɺ͟ ͬ͘ΒΜʹ͖͍ͩͨͯͬޠ·ͨ͠ɻ

● 特集2 ●

「来たる100周年に向けて、
この先30年を新たにスタートさせる」

J A A A 70 周 年 特 別 企 画
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日本広告業協会  2000年～2019年の活動

152社
日本の広告අ
6兆1,102億円

5݄50प年ॕլパーティーを։࠵、̟̖̖ ̖
Ψイドとホームページをリニューアル。ి 通
Ϊャラリーで「広告でつͮる世ل展」։
共通コード・プロジΣクト会議ʢ̟。࠵ ̖̖ ・ຽ
์連などʣでテレビC.に10ܻC.コードを
ෟ൪することを合意し、共通コード管理セン
ターを意ஂ体として։設。

平成12年

� 「݄広告取引̚ ̙̞センター機ߏ」が運用։
始。�・11テロの発生でւ外広告ݚमஂ
10݄デジタルセンド、新聞広告の。ࢭ中ݣ
サービス事業を։始。12ߘ送ࢠి 「݄広告
人のための環境コミュニケーション入門」
発ץ。 

200120012001200120012001200120012001200120012001 平成13年

151社
日本の広告අ

6兆0,580億円

11 「݄C.メタデータ」を特定して運用する
実ূ実験をスタート。ラジオখҕһ会、̒ ̼
̼テープから.0ディスクへの送ߘ業務ݕ
౼を、ຽ์連と։始。

平成14年

158社
日本の広告අ

5兆7,032億円

6݄30日事務ہはి通銀座ビル̔֊に移
転。12݄ラジオখҕһ会、.0メディアに対
応した「ラジオC.コンバーターソフト」の
൦を։始。

5݄総会で「広告ྙ理ߝ領」をվ定。7 ࡶ݄」
。議会」を組৫ڠਪ進ߘ広告デジタル送ࢽ
C.制࡞取引খҕһ会「C.アナログݪ൛」
廃غॲ分のプロジΣクトを+ACと共ಉで実
デジタル特別ҕһ会、デジタル・ネットワ。ࢪ
ーク環境ԼにおけるC.運用実験ʢアドミッ
ション実験ʣをਪ進。

158社
日本の広告අ

5兆6,841億円

平成15年

平成16年

159社
日本の広告අ

5兆8,571億円

2 「݄個人情報อޢϋンドϒック」発行。クリ
エイター・オϒ・ザ・イϠーの規をվ定し、
イϠーに加え「メダリスト」をදজすることを
決定。

平成17年

165社
日本の広告අ

6兆8,235億円

テレビখҕһ会、3ஂ体でߏする「視ௌ率ݕ
౼ステアリングコミッティ」のୈ̍8Gで「サイマ
ル์送の視ௌ率」、ୈ̎8Gで「デジタル時代の
視ௌ率ௐࠪ」についてࢽࡶ7݄。ڀݚ広告デジ
タル送ߘਪ進ڠ議会「ࢽࡶ広告デジタル送ߘ
ロードマップ」を発ද。ݒ文「私の言いたい
こと」特別部門として「環境」をテーマにืू。

平成18年

164社
日本の広告අ

6兆9,399億円

6 「݄Լ法Ψイドϒック」発行。法務ҕһ
会、ެ 益法人制度վ革に対する法人֨の対
応などが始まる。

平成19年

162社
日本の広告අ

7兆0,191億円

162社
日本の広告අ

6兆6,926億円

平成20年 平成21年

162社
日本の広告අ

5兆9,222億円

ຽ์連と広告取引のڠ議を進め「テレビ
C.ૉ材ൖ入基४定൛」「ファイルベース
メディアC.ൖ入定規४」等をঝ認。�݄
広告で७広告をデジタル・ワークフロࢽࡶ
ーに全໘移行。「広告人行動ࢦ」を制定。

「環境モラルアップ」キャンペーンを実ࢪ。

平成22年

160社
日本の広告අ

5兆8,427億円

1݄ຽ์連からのアナログ์送ऴ ・ྃデジタ
ル์送完全移行最ऴܭ画のڠ力ґཔを受
け、会һ社に報告。広告の機能と役ׂڀݚ
খҕһ会、「෮興に向けてʕいま、広告がで
きること」をテーマにパネルディスカッション
を実ࢪ。 

156社
日本の広告අ

5兆7,096億円

� 「݄一般社ஂ法人」として活動։始。テレビ
খҕһ会、メディアௐࠪڀݚখҕһ会ととも
にຽ์テレビہエリアௐࠪのデータのݕ౼を
実ࢪ。� 「݄インターネット広告における運用
型広告取引Ψイドライン」を会һ社にઆ明。ୈ
1ճ「環境モラルアップポスター」をืू、入
 。をポスターとして会һ社に配࡞

平成24年

157社
日本の広告අ

5兆8,913億円

「新しい広告」として、「広告業界のए手が選ぶ、コミュ
ニケーション大ʕInnoWatJWe CoNNunJcatJon AXarEʕ

ʢ̞̘̖ ʣ」を։始。�݄C.ૉ材ファイル運用ଅ進プロジΣ
クトは2011年7݄に、ファイルベースメディアൖ入を実現
したが、普及が進まないため、アドミッション・フΣーズ2と
して「C.ૉ材ファイル運用ଅ進ڠ議会」を設立。�݄

「CCʢクローズド・キャプションʣࣈນ付きTVC.トライア
ル์送2013　制࡞・入࡞ߘ業進行要領」を発ද。

平成25年

156社
日本の広告අ

5兆9,762億円

テレビখҕһ会、౦日本大ࡂに対応した有事
8Gが、有事対応マニュアルҊなどをݕ౼。総
務省主࠵の「スマートテレビ時代におけるࣈນ
などの在り方に関するݕ౼会」が行われ、10݄
ນ普及ଅ進に向けて̟ࣈ ̖̖ ・ຽ์連・̟ ̖̖ ̖で

。をスタート「議会ڠນ付きC.普及ଅ進ࣈ」

平成26年

155社
日本の広告අ

6兆1,522億円

メディアௐࠪڀݚখҕһ会、「ຽ์テレビہ
エリアௐࠪ」についてڀݚしビデオリサーチ
にௐࠪをґཔ、3 「݄ຽ์地上デジタル์送
視ௌ環境世ଳ数ௐࠪ」をリリース。

平成27年

149社
日本の広告අ

6兆1,710億円

146社
日本の広告අ

6兆2,880億円

12݄の働き方վ革を受け理事・෭理事
「特別ҕһ会」を発。広告関係４ஂ体ʢ̟̖
̖、̟̖̖ ̖、̟̖̘ 、̤ ̖̘ ʣ円会議で制࡞領域にお
ける働き方վ革に取り組む。C.ૉ材オンラインݕ
౼プロジΣクト、関係ஂ体・ステークホルダーととも
に課題のݕ౼を進め自由参入・ڠௐ領域などの全
体ワークフローをඋ。テレビখҕһ会、۽本地
のࡂ対応とC.์送についてݕ౼を実ࢪ。

平成28年

�݄ラジオC.オンライン送ߘがຽ์ラジオ
で։始。10݄テレビC.オンラインہ101
運用がスタート。5 「݄+AAA動画広告
フΥーラム」を։1000、࠵人の参加。

平成29年

144社
日本の広告අ

6兆3,907億円

5݄総会、̟̖̖ ビ̖ジョン「̟ ̖̖ ̖は、ܹ 変する広
告業界を支え、業界をリードするエンジンとなる」
を発ද。広告関係４ஂ体による円会議、5 「݄広
告制࡞受発Ψイドライン」を発දし、� 「݄広告
制࡞プロセスマネジメントϋンドϒック」આ明会
։࠵。C.ૉ材オンライン運用ਪ進プロジΣクト
は2020年の全ہオンライ化を目ࢦし、全国で普
及ଅ進આ明会։7݄。࠵ホームページを一新。

平成30年

149社
日本の広告අ

6兆5,300億円

2 「݄テレビ広告ビジネスフΥーラム201�」
を։1000、࠵人の参加。3݄にはए手に向
けた「クリエイティϒڀݚ会」を実ࢪ。�݄、
12݄マスメディアンと共࠵でキャリアプラン
をテーマに大ֶ生対のセミナー։࠵。

149社
日本の広告අ

6兆9,381億円

平成31年／令和元年

平成23年

済産業省より地差別ௐࠪ事件につܦ5݄
いて連བྷを受け、法務ҕһ会は部མ解์ಉ
ໍとの会合対応を行い、࠶発防ࢭプロジΣ
クトとして「地差別ௐࠪ問題特別ҕһ会
」を立ち上げ。�݄アド・テック200�で「࣍世
代コミュニケーションのジレンマ」をテーマ
に+AAAワークショップを։࠵。

ஶݖ࡞খҕһ会、「モノ」のパϒリシティݖ
についてڀݚ。基本ܖڀݚখҕһ会、̟̖

と̖ڠ力して「広告取引基本ܖॻモデル
Ҋ」のリニューアル࡞業をਪ進。

2000200020002000200020002000200020002000

2006200620062006200620062006200620062006200720072007200720072007200720072007200720072007

200820082008200820082008200820082008200820082008 2009200920092009200920092009200920092009

20142014201420142014201420142014201420142015201520152015201520152015201520152015

2016201620162016201620162016201620162016201620162016201620162016 201720172017201720172017201720172017201720172017
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※「日本の広告費」は電通発表によるもので、2007年に推定範囲を2005年に遡及して改定された。

152社
日本の広告අ
6兆1,102億円

5݄50प年ॕլパーティーを։࠵、̟̖̖ ̖
Ψイドとホームページをリニューアル。ి 通
Ϊャラリーで「広告でつͮる世ل展」։
共通コード・プロジΣクト会議ʢ̟。࠵ ̖̖ ・ຽ
์連などʣでテレビC.に10ܻC.コードを
ෟ൪することを合意し、共通コード管理セン
ターを意ஂ体として։設。

平成12年

� 「݄広告取引̚ ̙̞センター機ߏ」が運用։
始。�・11テロの発生でւ外広告ݚमஂ
10݄デジタルセンド、新聞広告の。ࢭ中ݣ
サービス事業を։始。12ߘ送ࢠి 「݄広告
人のための環境コミュニケーション入門」
発ץ。 

平成13年

151社
日本の広告අ

6兆0,580億円

11 「݄C.メタデータ」を特定して運用する
実ূ実験をスタート。ラジオখҕһ会、̒ ̼
̼テープから.0ディスクへの送ߘ業務ݕ
౼を、ຽ์連と։始。

平成14年

158社
日本の広告අ

5兆7,032億円

6݄30日事務ہはి通銀座ビル̔֊に移
転。12݄ラジオখҕһ会、.0メディアに対
応した「ラジオC.コンバーターソフト」の
൦を։始。

5݄総会で「広告ྙ理ߝ領」をվ定。7 ࡶ݄」
。議会」を組৫ڠਪ進ߘ広告デジタル送ࢽ
C.制࡞取引খҕһ会「C.アナログݪ൛」
廃غॲ分のプロジΣクトを+ACと共ಉで実
デジタル特別ҕһ会、デジタル・ネットワ。ࢪ
ーク環境ԼにおけるC.運用実験ʢアドミッ
ション実験ʣをਪ進。

158社
日本の広告අ

5兆6,841億円

平成15年

平成16年

159社
日本の広告අ

5兆8,571億円

2 「݄個人情報อޢϋンドϒック」発行。クリ
エイター・オϒ・ザ・イϠーの規をվ定し、
イϠーに加え「メダリスト」をදজすることを
決定。

平成17年

165社
日本の広告අ

6兆8,235億円

テレビখҕһ会、3ஂ体でߏする「視ௌ率ݕ
౼ステアリングコミッティ」のୈ̍8Gで「サイマ
ル์送の視ௌ率」、ୈ̎8Gで「デジタル時代の
視ௌ率ௐࠪ」についてࢽࡶ7݄。ڀݚ広告デジ
タル送ߘਪ進ڠ議会「ࢽࡶ広告デジタル送ߘ
ロードマップ」を発ද。ݒ文「私の言いたい
こと」特別部門として「環境」をテーマにืू。

平成18年

164社
日本の広告අ

6兆9,399億円

6 「݄Լ法Ψイドϒック」発行。法務ҕһ
会、ެ 益法人制度վ革に対する法人֨の対
応などが始まる。

平成19年

162社
日本の広告අ

7兆0,191億円

162社
日本の広告අ

6兆6,926億円

平成20年 平成21年

162社
日本の広告අ

5兆9,222億円

ຽ์連と広告取引のڠ議を進め「テレビ
C.ૉ材ൖ入基४定൛」「ファイルベース
メディアC.ൖ入定規४」等をঝ認。�݄
広告で७広告をデジタル・ワークフロࢽࡶ
ーに全໘移行。「広告人行動ࢦ」を制定。

「環境モラルアップ」キャンペーンを実ࢪ。

平成22年

160社
日本の広告අ

5兆8,427億円

1݄ຽ์連からのアナログ์送ऴ ・ྃデジタ
ル์送完全移行最ऴܭ画のڠ力ґཔを受
け、会һ社に報告。広告の機能と役ׂڀݚ
খҕһ会、「෮興に向けてʕいま、広告がで
きること」をテーマにパネルディスカッション
を実ࢪ。 

156社
日本の広告අ

5兆7,096億円

� 「݄一般社ஂ法人」として活動։始。テレビ
খҕһ会、メディアௐࠪڀݚখҕһ会ととも
にຽ์テレビہエリアௐࠪのデータのݕ౼を
実ࢪ。� 「݄インターネット広告における運用
型広告取引Ψイドライン」を会һ社にઆ明。ୈ
1ճ「環境モラルアップポスター」をืू、入
 。をポスターとして会һ社に配࡞

平成24年

157社
日本の広告අ

5兆8,913億円

「新しい広告」として、「広告業界のए手が選ぶ、コミュ
ニケーション大ʕInnoWatJWe CoNNunJcatJon AXarEʕ

ʢ̞̘̖ ʣ」を։始。�݄C.ૉ材ファイル運用ଅ進プロジΣ
クトは2011年7݄に、ファイルベースメディアൖ入を実現
したが、普及が進まないため、アドミッション・フΣーズ2と
して「C.ૉ材ファイル運用ଅ進ڠ議会」を設立。�݄

「CCʢクローズド・キャプションʣࣈນ付きTVC.トライア
ル์送2013　制࡞・入࡞ߘ業進行要領」を発ද。

平成25年

156社
日本の広告අ

5兆9,762億円

テレビখҕһ会、౦日本大ࡂに対応した有事
8Gが、有事対応マニュアルҊなどをݕ౼。総
務省主࠵の「スマートテレビ時代におけるࣈນ
などの在り方に関するݕ౼会」が行われ、10݄
ນ普及ଅ進に向けて̟ࣈ ̖̖ ・ຽ์連・̟ ̖̖ ̖で

。をスタート「議会ڠນ付きC.普及ଅ進ࣈ」

平成26年

155社
日本の広告අ

6兆1,522億円

メディアௐࠪڀݚখҕһ会、「ຽ์テレビہ
エリアௐࠪ」についてڀݚしビデオリサーチ
にௐࠪをґཔ、3 「݄ຽ์地上デジタル์送
視ௌ環境世ଳ数ௐࠪ」をリリース。

平成27年

149社
日本の広告අ

6兆1,710億円

146社
日本の広告අ

6兆2,880億円

12݄の働き方վ革を受け理事・෭理事
「特別ҕһ会」を発。広告関係４ஂ体ʢ̟̖
̖、̟̖̖ ̖、̟̖̘ 、̤ ̖̘ ʣ円会議で制࡞領域にお
ける働き方վ革に取り組む。C.ૉ材オンラインݕ
౼プロジΣクト、関係ஂ体・ステークホルダーととも
に課題のݕ౼を進め自由参入・ڠௐ領域などの全
体ワークフローをඋ。テレビখҕһ会、۽本地
のࡂ対応とC.์送についてݕ౼を実ࢪ。

平成28年

�݄ラジオC.オンライン送ߘがຽ์ラジオ
で։始。10݄テレビC.オンラインہ101
運用がスタート。5 「݄+AAA動画広告
フΥーラム」を։1000、࠵人の参加。

平成29年

144社
日本の広告අ

6兆3,907億円

5݄総会、̟̖̖ ビ̖ジョン「̟ ̖̖ ̖は、ܹ 変する広
告業界を支え、業界をリードするエンジンとなる」
を発ද。広告関係４ஂ体による円会議、5 「݄広
告制࡞受発Ψイドライン」を発දし、� 「݄広告
制࡞プロセスマネジメントϋンドϒック」આ明会
։࠵。C.ૉ材オンライン運用ਪ進プロジΣクト
は2020年の全ہオンライ化を目ࢦし、全国で普
及ଅ進આ明会։7݄。࠵ホームページを一新。

平成30年

149社
日本の広告අ

6兆5,300億円

2 「݄テレビ広告ビジネスフΥーラム201�」
を։1000、࠵人の参加。3݄にはए手に向
けた「クリエイティϒڀݚ会」を実ࢪ。�݄、
12݄マスメディアンと共࠵でキャリアプラン
をテーマに大ֶ生対のセミナー։࠵。

149社
日本の広告අ

6兆9,381億円

平成31年／令和元年

平成23年

済産業省より地差別ௐࠪ事件につܦ5݄
いて連བྷを受け、法務ҕһ会は部མ解์ಉ
ໍとの会合対応を行い、࠶発防ࢭプロジΣ
クトとして「地差別ௐࠪ問題特別ҕһ会
」を立ち上げ。�݄アド・テック200�で「࣍世
代コミュニケーションのジレンマ」をテーマ
に+AAAワークショップを։࠵。

ஶݖ࡞খҕһ会、「モノ」のパϒリシティݖ
についてڀݚ。基本ܖڀݚখҕһ会、̟̖

と̖ڠ力して「広告取引基本ܖॻモデル
Ҋ」のリニューアル࡞業をਪ進。

20022002200220022002200220022002200220022002 2003200320032003200320032003200320032003

20042004200420042004200420042004200420042004200420042004200420052005200520052005200520052005200520052005

20102010201020102010201020102010201020102010201020102010 2011201120112011201120112011201120112011

2012201220122012201220122012201220122012201220122012201220122012201220132013201320132013201320132013201320132013201320132013

2018201820182018201820182018201820182018 2019201920192019201920192019201920192019

※各年の社数は、その年の当協会会員社数。
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F u t u r e  TimelineF u t u r e  TimelineF u t u r e  TimelineF u t u r e  Timeline
2050年
未来への視点

 2020年代 
フューチャリスト／アントレプレナー

小川 和也
北海道大学客員教授
グランドデザイン株式会社 代表取締役社長

　はじめに

ɹ͍·͔Β��ޙɺ����ͷະདྷɻ༧ଌ

͞ΕΔओͳग़དྷࣄΛྻܥ࣌ʹྲྀ͠ಡΈ͢Δ

͚ͩͰɺͦ ͷઌʹԣͨΘΔະདྷʹִੈͷ

Λ๊͘͜ͱʹͳΔ͔͠Εͳ͍ɻ͠ײ ͔͠ɺ

ͦ͜ʹ͋Δͷ͔ࡏݱΒͷਐԽͷ࿈ͳΓ

Ͱ͋Γɺִ ੈͷΑ͏Ͱ͍·ͱ͍͕ͯͬܨΔɻ

ͭ·Γɺ͍ ·Λੜ͖Δզʑ͕ɺԿͷͨΊʹɺ

ͲͷΑ͏ʹ͜ΕΒͷग़དྷࣄΛൃੜͤ͞ɺऔ

Γѻ͍͔͕ͬͯ͘ΘΕ͍ͯΔɻະདྷͷߟ

Δͨ͢ࡏ࣮ʹ༷ʑͳཁૉ͕ଘ͍͓ͯʹ

Ίɺ͜ ͜Ͱٕज़ʹجΛ͖ىɺՃ͑ͯࣾ

ձɺϏδωεɺߟࢥͷ̐ͭͷࢹ͔Β͡

͍ͯΔɻࢽ໘ͷ߹্ɺϙΠϯτΛ͔ͳΓ

ϑΥʔΧε͍ͯ͠Δ͕ɺະདྷͷࢦ࡞Γ

ͷώϯτͱͳΕ͍Ͱ͋Δɻ

　1. 2050年までに予測される主な出来事

■  5Gʢୈ�ੈҠಈ௨৴γεςϜʣによる生活・産業革新
 

■  特化型人工知能への業務シフトとそれにより消滅する
仕事が200万件突破

■  製造業ʢ'BDUPSZ�"VUPNBUJPOʣやスマートホームを中心に
IoTデバイスʢΠϯλʔωοτʹͭͳ͕ΔϞϊʣが普及し世界
で500億個を突破

■  ロボット産業国内市場規模5兆円突破

■  国内インダストリアル・3Dプリンター支出額が1,000億
円突破

■ 自動運転レベル４ʢߴࣗಈӡసʣ到達
　 ※走行範囲は高速道路や限定地域

■  エンターテインメント分野でのARʢ֦ு࣮ݱʣ/
VRʢԾ࣮ݱʣサービス、eスポーツマーケットの急拡大

■  遠隔医療・予防医療・人工知能活用医療診断等の
Health Tech市場の拡大

■ スーパーやコンビニ等の省人・無人店舗の増加

■ 日本のキャッシュレス決済比率が50%を突破

■ サイバー攻撃の高度化とセキュリティ対策投資の増加

■ リモートワークの主流化

■ 教育のオンラインとパーソナライズ化
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F u t u r e  TimelineF u t u r e  Timeline
 2030年代 

 2040年代 

■   6Gʢୈ�ੈҠಈ௨৴γεςϜʣへの移行による仮想と現
実の一体化

■   人間の仕事の50％程度が特化型及び汎用人工知能
ʢਓΛͨ͠ਓతͳʣへ移行

■   汎用人工知能搭載ロボットが総合職や管理職の仕事
も担うようになる

■   ロボット産業国内市場規模10兆円突破

■   家庭用ロボット普及と人間とロボットの融和

■   自動運転レベル5ʢશࣗಈӡసʣ到達
    ※走行範囲の広範囲化

■   空飛ぶ車の商用利用実現

■    輸送・配送分野でのロボット・ドローン活用の拡大

■   人工知能医師の登場

■   オフィスのバーチャル化によりオフィスと仕事が
仮想空間へ移行

■   脳型人工知能「全脳アーキテクチャ」が社会実装、
人間が担う仕事が限定される

■   脳とコンピュータの接続

■   バイオメカトロニクスʢੜʴػցʴిࢠʣによる身体と
機械の融合

■   ベーシックインカムを採用する国家の出現

■   自動運転車率が70%を突破

■   空飛ぶ車の個人利用実現

■   VRʢԾ࣮ݱʣ宇宙体験の大衆化

■   低軌道飛行が年間数千人規模となり宇宙観光ビジネス
勃興
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　２. 未来への視点

⑴  技術の視点

ɹ௨৴ٕज़͓Αͦ��୯ҐͰ࣍ͷੈͱਐ

ԽΛ͍͛ͯΔ͕ɺ*P5ɺϩϘςΟΫεɺࣗ ಈԽɺ

ϦϞʔτۀ࡞ɺࣗ ಈӡసɺ"3�73ͳͲɺҬͷ

ʹ͓͚Δֵ৽ɺ̑ (Ҏ߱ͷߴɺԆɺ

ಉ࣌ଟଓ͕લఏʹͳ͓ͬͯΓɺ͜ ΕʹΑΓ࣮

ग़ͷΠϯύΫۀࣄͰ͖Δࣾձ՝ղܾ৽ݱ

τେ͖͍ɻ

ɹҰํɺଟ͘ͷͷ͕௨৴ଓ͞ΕΔ͜ͱͷฐ

ͱͯ͠ɺαΠόʔܸ߈ͷϦεΫߴ·Γଓ͚ɺର

ηοτͰ্࣮͕ͱͯ͠ͷηΩϡϦςΟٕज़ͷࡦ

োࢧͷֵ৽ʹͨ͛ڍʹΕͳ͚Εɺઌ͞ݱ

͕ੜ͡Δɻ

ɹͦͯ͠ɺ����͔Βͷ��ͷؒͰɺͱΓΘ͚

ॏཁͳٕज़ͱͳΔͷ͕ਓʹؔ͢ΔͷͰ͋

Δɻ����͋Δಛఆͷ͚ͩ͜ࣄͳ͢ಛԽ

ͷࣗۀ͕ओྲྀͱͳΓɺϧʔςΟʔϯਓܕ

ಈԽͱΑΓɺӦۀ৹ࠪۀͳͲɺίϛϡχ

έʔγϣϯஅΛ͏ͷ·ͰɺਓؒͷࣄΛ

ΘΓ͢ΔΑ͏ʹͳΔɻݞ

ɹ����Ҏ߱ʹͳΔͱɺಥൃతͳग़དྷࣄʹ

తͳɺԠมʹରԠͰ͖ΔਓΛͨ͠ਓػྟ

͢ͳΘͪ൚༻ਓͱਐԽ͠ɺະͷঢ়گʹ

ରͯ͠ԾઆΛཱͯΔྗ·Ͱඋ͑ͭ࣋Α͏ʹͳΔɻ

ਓؒʹ͓͚Δͷ֤ྖҬΛϞδϡʔϧԽ͠ɺෳ

ͷϞδϡʔϧΛࣗಈతʹΈ߹ΘͤΔ͜ͱͰ૾

ྗΛൃ͢شΔ൚༻ਓͷϨϕϧʹୡ͢Δͱɺ

ਓ͔ؒͩΒͦ͜ରԠͰ͖ͨͣͷࣄ·Ͱ୲͏Α

͏ʹͳΓɺաڈͷֵ໋ۀ࢈ͱҟݩ࣍ͷมԽΛ

ͨΒ͢Α͏ʹͳΔɻ

⑵ 社会の視点

ɹֵ໋ۀ࢈ͷ؍ͰɺୈҰֵۀ࢈࣍ ʢ໋����

ࠒʙʣৠؔػؾͷۀɺୈೋֵ໋ۀ࢈࣍

ʢ����ࠒʙʣిಈػͷۀɺୈֵۀ࢈࣍ࡾ

ʢ໋����ࠒʙʣ1$ɾϞόΠϧΠϯλʔωο

τͷใֵ໋͕ۀ࢈ͷݤΛѲͬͨɻͦ ͯ͠ɺಛ

Խܕਓ͕ϒϦοδͯ͠๚ΕΔୈֵۀ࢈࢛࣍

ʢ໋����ࠒʙʣ൚༻ਓͷใ͕ۀ࢈

·͞ʹҟݩ࣍ͷมԽΛͨΒ͢ɻࢉܭΛ͡Ίͱ

ͨ͠ಛఆͷࣄʹඞཁͳͷਓԽ͕ਓؒͷ෯

ʹ֦ு͞ΕΔ͜ͱͰɺ「」ͱ͍͏ࣾձ͍

ͷ࠷ॏཁΤϯδϯͷٕज़ͷӨ͔͢૿͕ྗڹΒͩɻ

'VUVSF�PG�-JGF�*OTUJUVUF͕ఏএ͢Δ「ΞγϩϚͷ

ਓݪ��ଇ」ͷΑ͏ͳਓͱͷڞଘϧʔ

ϧͷඋͱ࣮ફɺաڈͷֵ໋ۀ࢈ʹ͓͚Δٕज़త

ඞཁͱͳΔɻ͕ࡦҎ্ͷରۀࣦ

ɹͬͱɺ����ʹࠃͷஂմੈ͕��

���ԯਓ͕ޱಥೖ͠ɺ����ʹੈքਓʹࡀ

Λಥഁͦ͠͏ͳ͍ʹ͋Δ໘ɺຊͷਓޱ�

ԯਓΛׂΓɺ�ਓʹͻͱΓ͕ࡀ��Ҏ্ɺੜ࢈ྸ

ਓޱ����ສਓΛׂΔݟ௨͠ͷதͰɺ๛͔ͳࣾ

ձͮ͘Γʹ൚༻ਓΛ͔͢׆ඞવੑ͕ੜ͡Δɻ

⑶ ビジネスの視点

ɹ����Ҏ߱ɺσδλϧτϥϯεϑΥʔϝʔ

γϣϯʢ%9ʣͱ͍͏֓೦Λҙࣝ͢Δඞཁͳ͘ͳ

Δ΄Ͳɺσδλϧٕज़ੜ׆ͷ͋ΒΏΔ໘ʹਁ

ಁ͢Δɻͦ ͷϓϩηεʹ͓͍ͯɺσδλϧٕज़

Λ׆༻͠ͳ͍Ϗδωεࣗମ͕૬ʹݶΒΕɺඇޮ

Ͱෆศͳ͜ͱΛσδλϧԽ͢ΔϏδωεʹ
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ଟͰνϟϯε͕͋Δɻ"3�73ʹΑΔྟײ

ͷ͋ΔίϯςϯπࠂϏδωεɺ*P5σόΠε
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ͨΓલͱͳΔɻͦ ΕΛ͑ࢧΔͷΓਓ

Λத৺ͱٕͨ͠ज़Ͱ͋Δɻ

ɹ����ʹ͚ͯ「4VTUBJOBCMF�%FWFMPQNFOU�
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ࣾձ՝ղܾͱϏδωεΛཱ྆ͤ͞Δ͜ͱ͕

όϥϯεΛอͭͨΊͷڅΊΒΕΔɻ৯ྐͷडٻ

"HSJ5FDI	"HSJDVMUVSFʷ5FDIOPMPHZ
ਓ৯

ؔ࿈ͷ৽ڵϏδωεΜʹͳΔͩΖ͏ɻ

⑷ 思考の視点
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͕ଓ͞ΕΔ͜ͱͰେͳใΛ֎෦͔ΒࢀরͰ
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͠ 「ͨγϯΪϡϥϦςΟ」ʹ ରͯ͠ଟ༷ͳݟղ

͕͔͋ͬͯ͠Δ͖͕ͩɺগͳ͘ͱ����ʹ
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Λͯ࣋Δ͜ͱͷڧΈΛੜ͔ͨ͠ΫϦΤςΟϒ
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)VNBOJTUJD�"*ʢਓؒతͳਓʣࢤͰɺਓؒ
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● 2050年 未来への視点 ●

フューチャリスト／アントレプレナー

小川 和也
北海道大学客員教授

グランドデザイン株式会社 代表取締役社長

プロフィール●アントレプレナーとして独創的なアイデア
で新しい市場を切り開く一方、フューチャリストとしてテクノ
ロジーに多角的な考察を重ねて未来のあり方を提言して
いる。2017年、世界最高峰のデータ・マーケティングアワー
ドである「DMA国際エコー賞」を受賞。北海道大学客員
教授として人工知能のマーケティング活用研究、J-WAVE

『FUTURISM』番組ナビゲーターとして未来の鍵を声で伝
え、沢井製薬テレビCM「ミライラボ」篇に出演し薬の未来を
提唱するなど、多方面でフューチャリストとして活動。人間とテ
クノロジーの未来を説いた著書『デジタルは人間を奪うのか』

（講談社現代新書）は高等学校現代文教科書を始めとし
た多くの教材や入試問題にも採用され、テクノロジー教育を
担う代表的論著に。近著『未来のためのあたたかい思考法』

（木楽舎）では寓話的に未来の思考法を説く。

「JAAA REPORTS」2020/6･7 11



メトロ アド エージェンシー 
@タケシマフウコ
「広告」は「相告」に。広告という言葉は
“広く世間に告げる”に由来します。未来の広
告業界においては、単に広くに情報を伝えるだ
けでは足りません。「相」＝“互いにはたらく”“内
面の本質を示す外面のしるし”の意味を持つ、
インタラクティブで本質的な「相告」をつくって
いきたいと考えました。

オリコム @室原那美
昔は、手法のレパートリーが少なかったからこそク
リエイティブや企画にお金をかけて世の中に溶
け込もうとしていたのかなと思った。あの頃がもは
や恋しい。今は広告が鬱陶しいと思う人もいるら
しい。未来の広告業界は「どの部署にいても企
画全体と生活者の距離感を考えるチームであっ
てほしい」と思う。当たり前な予想しかできないけ
ど“生き続けていきたい”から、自分の予
想に向かってクライアントと生活者に向き合ってい
きたい。

メトロ アド エージェンシー 
@三輪ひかり

こ：コミュニケーションの最前線を走り続けて
う： ウェブ、グローバル、AI、その先に現れ
るどんな大波をも乗りこなし

こ：こどももおとなも憧れる職業No.1、そして
く： 国を、人を支える、かけがえのな

い業界に！

オリコム
昔は、手法のレパートリーが少なかったからこそク
リエイティブや企画にお金をかけて世の中に溶
け込もうとしていたのかなと思った。あの頃がもは
や恋しい。今は広告が鬱陶しいと思う人もいるら
しい。未来の広告業界は「どの部署にいても企
画全体と生活者の距離感を考えるチームであっ

メトロ アド エージェンシー  @桜井美歩
未来の広告業界は、企画・制作にあらゆる個人情
報を使えるようになると考える。現在でも、履歴
や登録情報など一部の情報を活用した広告配信
が行われている。今後ますますデータ利用が進み、
生活者は自らの情報を活用されることに不信感を
抱かなくなると考える。そのため将来的には、購買
履歴・アクセスログのみならず、AIで解析した心
理データなど、ほぼすべての個人情報をマーケティ
ング施策に利用できるようになると予想する。

～若手発！未来の広告業界大胆予測！～若手発！未来の広告業界大胆予測！

～若手発！未来の広告業界大胆予測！～若手発！未来の広告業界大胆予測！

+"""ձһࣾͷएखࣾһʢࡀ��ҎԼʣͷࢹͰɺ
ະདྷͷۀࠂք͕Ͳ͏ͳ͍ͬͯΔ͔ɺͲΜͳۀքʹͳ͍ͬͯͯཉ͍͔͠ɺ

ເرΛେʹ༧ଌ͍͖ͯͨͩ͠·ͨ͠ɻ

日本経済広告社 @阪本万里菜
今や一人一台スマホが当たり前であるように将
来一人一台VR・ARの時代が来るかもしれない。
日常生活でVR・ARゴーグルを装着するようにな
れば、広告に媒体という概念がなくなり空間を自
由に使った立体的で動的な広告が増えるだろう。
さらにパーソナライズが進むと、例えば渋谷の街
で見る広告がAR越しに一人一人違う可能性も
ある。
ゴーグル越しの広告が当たり前になれば現
実の広告は真っ白、なんて時代が訪れるかもしれ
ない。

日本経済広告社 @田中悠真
世界のオンライン流通がもっと栄えて広告も
輸入輸出が増えると思います。例えば日本
の広告を国内と海外で同時に動画広告とし
て街中で流すことができたり、日本でも海外
の広告をもっと目にするようになります。そして
街並みは日本だけれど広告は海
外ばかりという街も出てくるのではないで
しょうか。国にとらわれず商品やサービスを知
る事ができ、広告業界でも海外からの刺激を
受けデザインや表現方法も変わってくると思
います。
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マッキャンエリクソン @矢澤咲子
そろそろ「広告業界」という言葉自体が本格的に「ク
リエイティブ」や「バリューハンター」などに置き換わり
そう。不要不急の精神も浸透して、必要か不必要か
まだ顕在化していない価値をハントすることこそがプ
ライオリティになっていると思います。会社はクリエイ
ティブヲタクの集まりになり、一つの企業というよりは
様々な知見を持った人が企業の肩書きを越境して集
まるコミュニケーションラウンジのような存在
になるのでは。

日本経済広告社 @弘田櫻子
電車に乗ると、脱毛しましょう、英会話
習いましょう、スマホではその人に合わ
せられた様々な広告が流れてくる。今の
社会は売ることが目的の広告で埋めつ
くされ、生活者は広告に疲れている。私
が希望する未来の広告業界とは、今の
この状態から脱し、広告というものが売
るためだけに存在するのではなく、顕在
化されていない社会問題を広告に
よって社会に問いかけ、解決するきっ
かけになるような存在になってほしいと
思います。

Wunderman Thompson Tokyo @出納楽
データとテクノロジーが、個人の嗜好に合わせた選択肢
を、自動的に提示する現在。消費者は、「選択しないとい
う選択」に慣らされ、「偶然の出合い」から遠ざけられて
いる。こうした傾向が強まる未来において、人々の認識や
行動を変える広告の力は、より重要な意味をもつ。未来の
広告業界は、創造力で「情報の繭」を破り、新しい発見や
多様な価値観への回路をつくる「セレンディピティ・
アーキテクト」の集まりであってほしい。

デルフィス @垣下祐介
未来の消費者には、その人の意思をも先回りする“究
極のパーソナライズ化”した情報提供が行われるだろ
う。一方で消費者がたこつぼ化した無機質で冷たい
情報ばかりに触れるようになると、合理とは相反する
温かみのある本能的な体験とセレンディピティに心の
充足を求めるようになる。そんな時代に、広告業界は
カスタマーハピネスを評価指標に、人と環境・プ
ロダクト・サービスとのインスティンクトな関係性を再構
築する業界になる。

日本経済広告社 @五十嵐夏生
私が考える広告の未来は、体験型広告だと考え
る。「体験型」というのは、一方通行的な従来の広告
とは異なり、人々が広告と相互的なコミュニケーショ
ンをとれるものをイメージしている。私は、広告の中
に、世の中の人々が入り込み、それらをストーリーとし
て人々が受け取り、感じることが出来たら、広告と人々
が一体化して今まで以上に人々との距離を縮められ
るのではないだろうかと思う。

日本経済広告社 @梶浦みるは
【混ぜたら美味しい世界】
私は「スムージー」を生み出す業界になっていくと予想
します。
私はスムージーが大好きです。毎度混ぜる野菜・果物を
変え、新しい発見を楽しんでいるのですが、意外な組み
合わせでも混ぜると不思議とどれも美味しいのです。
今世の中にはまだ偏見や差別が山ほどあります。こうし
たマイノリティとマジョリティを上手に混ぜ合わせ、美味
しくし、偏見や差別意識を変える世の中にしていくこと
が広告会社の務めだと考えています。

私は「スムージー」を生み出す業界になっていくと予想

私はスムージーが大好きです。毎度混ぜる野菜・果物を
変え、新しい発見を楽しんでいるのですが、意外な組み
合わせでも混ぜると不思議とどれも美味しいのです。

日本経済広告社 @林陽奈
近年は技術革新により一人一人の
ニーズに合わせたone to one広告が
増えてきている。しかし、これから
はコミュニティの時代が来ると考え
る。自分単体だけではなく、コミュ
ニティの内輪ネタとして話題に上が
り、価値共有できる広告に新たな可
能性があると考える。
個人で完結するのではなく、「友人の
○○さんに当てはめたらこうなるか
も」といった、コミュニティごとに多様

性をもつ「余白のある広告」こ
そ今までにない広告となるだろう。

日本経済広告社 @寺西修平
広告専門エンターテイナーというカテゴリーが生
まれる。ミュージシャンやお笑い芸人、デザイナーとのタイ
アップが組まれることがあるが、メディアの多様化が進む中
で、メディアに精通した広告専門のエンターテイナーが生ま
れるのではないだろうか。例えば、広告専門芸人や広告専
門ミュージシャン、広告専門アーティストなど、広告を前提に
したエンターテインメントの形が確立されるようになる。

日本経済広告社
広告専門エンターテイナー
まれる。ミュージシャンやお笑い芸人、デザイナーとのタイ
アップが組まれることがあるが、メディアの多様化が進む中
で、メディアに精通した広告専門のエンターテイナーが生ま
れるのではないだろうか。例えば、広告専門芸人や広告専
門ミュージシャン、広告専門アーティストなど、広告を前提に
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日本経済広告社 @山本隆人
未来の広告業界から世界
のみんなが幸せになる仕
事が生まれます。デジタル
技術の広がりによって、従来の手法
との組み合わせから無限のコミュ
ニケーションを発想できます。そこで、
広告業界にはクライアント、メディア、
生活者の全てが得をする方法を、
案件毎に生み出すという挑戦が求
められると思います。そうした実績を
積み上げることで、広告業界に求め
られる変化と、山積みの社会問題
を乗り越えていけるからです。

日本経済広告社 @村瀬悠己
広告を買ってもらう時代へ。誰もが手
軽に求める情報を手にすることが出来る今の時
代、インターネットは広告で溢れている。生活に入
り込んでくる一方的な広告は時に人々に嫌悪感
すら抱かせる。今一度広告の価値を見つめ直す。
個人の趣味・傾向に合わせて最適化された広告
を人々が自ら仕入れる。それらを参考としてより効
率的に購買行動を起こす。広告はそれだけの価
値を持った、価値を提供できる存在になっていな
ければならない。

日本経済広告社 @浅井勇人
私は､心を突き動かすジャーナリス
ティックな広告が溢れる業界に希望を抱
く。ネット社会で人々に更に情報や選択肢が与
えられることは明確だ。その中で企業が根強い
ファンを得ることは困難である。ファン獲得や
社会に変化を与えるため､自分達の意思や物
語を基点に､社会への意志を共有し､訴えてい
く必要性があると感じる｡日本は否定を極端に
恐れる傾向にあるが､明るい未来に向け文化の
変化も求められていくと考える。

メトロ アド エージェンシー  @丹野和哉
ドラえもんと聞いてみなさんは何を連想するだろうか。一般的には、
悩みをなんでも解決するスペシャリストといったところであろう。の
び太君が求めるものが最初からわかっていたかのように即座に対
応する引き出しの多さは、まさに未来の広告業界が求める人材そ
のものである。1人1人が秘密道具という名の武器を手にし、ドラ
えもんで溢れる業界にしていくとが、業務領域をこれまで以
上に広げる新しい広告企業へと生まれ変わらせる。

メトロ アド エージェンシー

悩みをなんでも解決するスペシャリストといったところであろう。の
び太君が求めるものが最初からわかっていたかのように即座に対
応する引き出しの多さは、まさに未来の広告業界が求める人材そ
のものである。1人1人が秘密道具という名の武器を手にし、

デルフィス @鵜木慎也
デジタルやTV、ラジオなどのメディア枠購入の簡易化が進み、広告
手法の幅が広がった個人事業主などの課題解決にも対応。
BtoC寄りの事業参入が進むことで生活者からの業界認知が高
くなり、オンラインシームレス化と相まって、困った時に相談できる
「世の中の目安箱」的な業界に。

メトロ アド エージェンシー 
@森勇人
生活者と良い関係を築いていくことが必
要だと思う。昨今の広告業界には労働環
境や金の問題などのダーティなイメージ
が付きまとい、敬遠される存在となりつ
つあるように思える。生活者視点という
ならば、広告業界としても好意形
成を図っていくべきだ。

朝日広告社 @野口直哉
未来の広告業界は一つの会社のよ
うになるかもしれない。例えば業界で
働く一人ひとりの能力・経験・性格などのデータ
を集約したプラットフォームがあり、プロジェク
トにふさわしいチームメンバーを、AIが社内外
問わず横断的に組み合わせてくれる。といった
ものです。会わなくても仕事ができる時代にな
るからこそ、話すことのなかった人同士が対話
することで、新しい視点や価値あるアイデアが
生み出される未来を想像しました。

朝日広告社 @野口直哉

日本経済広告社 @後藤佑輔
広告業界はもっと最先端技術の集まる場所になっていると考えます。
今、多くの広告は人間の視覚と聴覚にしか問いかけられていません。
しかし、まだ五感には触覚、嗅覚、味覚が残ってい
るのです。味のあるチラシ、匂いの出るCM、触るとフワフワな屋外看
板など、広告の幅がより広がるでしょう。消費者たちは広告を体験する
ために外出するような時代になるのが今から楽しみです。

日本経済広告社
広告業界はもっと最先端技術の集まる場所になっていると考えます。
今、多くの広告は人間の視覚と聴覚にしか問いかけられていません。
しかし、
る
板など、広告の幅がより広がるでしょう。消費者たちは広告を体験する
ために外出するような時代になるのが今から楽しみです。

日本経済広告社 @小坂岳斗
広告代理店はもはや「代理店」という名目で、各業界の「何でも
屋」のようにお手伝い専門の業界になると予測する。広告はもち
ろん、会社の内部事情、銀行や投資のアドバイスなど、すべての分
野においてクライアントの課題を解決する仕事になる。また、個人
での代理店能力を鍛えたものには専門性をもったプロとして個人
の活動が許される制度も設けられ、会社単位ではなく代理業界と
して個人の登録を行うようになると予測する。
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日本経済広告社 @鬼頭大河
未来でも人のココロは輝く。広告を取り巻く環境は日々
目まぐるしく変化している。インターネット広告の拡大、
広告の自動化やデジタル化。そんな変化が絶えない
広告業界で何年経っても唯一変わらないもの、それは
人のココロだ。どんなにデジタル化が進もうと、どんなに
人と人との接点が減ろうと、広告は人のココロ
のためにある。ココロがある限り、広告業界の
未来は明るい ！

日本経済広告社 @入澤誠吾
これからは現代よりたくさんの種類また、無数の
広告が増えると考えています。
昨今では雑誌やラジオ、新聞などの広告が減り、
YouTubeや、InstagramなどのSNSインター
ネットでの広告が増えています。そのため、「誰
もが観るであろう広告」ではなくなっているよう
に感じます。そこで必要なのは顧客にあった
専門的な広告。変化していく現代での柔軟
な考え方が必要だと思います。

日本経済広告社 @友利桂都
「広告＝好かれるもの」に。
現在、広告はスキップされ、鬱陶しがられ
る、嫌われ者の役目を担わされている。し
かし、広告の中にも話題となり、わざわざ
見たくなる広告もある。また、適切なター
ゲティング広告はユーザーにとって有益
な情報になり得る。将来の広告業界では、

「売るため」の広告は廃れ、「寄り添い、
生活をより豊かにするため」の広告が興
隆する。そして広告は好かれるものへと
変わり、広告業界はますます発展する。

日本経済広告社 @高橋咲莉
ネットショッピング嗜好の流れから一般人のアフィリエイト市場への参
入が常識になり、個人がWeb集客の知識を身につけている未来。
商品・サービス購入時の情報源としてUGC重視の今、その媒体数
を個人のアフィリエイト参入で増やすと、人の数だけ広告の
出稿先も増える。
さらにアフィリエイトが衰退後もその運営経験で得たWeb集客の
知識があれば、その人は次の広告業界の市場にも対応できるので、
広告業界の活性化に繋がる。

メトロ アド エージェンシー  @野田正浩
誰でも仕 事ができる業 界になってほしい。今で言う
YouTubeのような存在になってほしい。広告
の仕事は、多くの発想やコミュニティが必要だ。そんな中で、
YouTuberのように誰でも始められるようにしたい。一般人
が広告に携われるようになることで、より多くのアイディアが
生まれ、コミュニティが広がり、多くの企業が抱えている悩み
を皆で解決できるようになるのではないか。そして広告の価
値がもっと上がるのではないかと私は思う。

テー・オー・ダブリュー @オレンジアーミー
これからの広告は見たい人、物を見れる時代になる。
テレビでタレント、ジャンルを自動で録画できるよう
に、広告も見たいタレントを設定、見たくないジャン
ルをミュートできるようになる。
広告も自分で選ばせて。

テー・オー・ダブリュー

＠JAAAoffi  cial @JAAA_PR @jaaa_pr

JAAA公式SNSアカウントの
フォローお願いします

日本経済広告社 @たっちゅう

めちゃくちゃ共感だわ。
この強い思いを10年後、20年後になっても
ずっと持っておきたいよな、そしたら働く希望
持ち続けられる ！
あと、マジで広告＝オワコン・代理店＝オワカン
（終わったカンパニー）って言われたくない ！
やばい、熱くなってきた、みんなともっと語り
合いたいわ、20時からzoomでみんなで飲ま
ん？？
IDは460 896 4…まずい、字数制限。

↑

～若手発！未来の広告業界大胆予測！～若手発！未来の広告業界大胆予測！

～若手発！未来の広告業界大胆予測！～若手発！未来の広告業界大胆予測！
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ผཱͯͤͣʹશཛΛࠞͥΕ0,ͷϨγϐɻ୳͍ͯ͠
ͨͷ͜Εͩʂ ྉখഴคɺཛɺ࠭ࡐ ɺΦϦʔϒΦ
ΠϧɺԿ͔ϑϧʔπɻͨ͠ࡧݕϨγϐϒϧʔϕϦʔ
ͱόφφͩͬͨɻશମ͕ܰ͘·ͱ·Δ͘Β͍ʹࠞͥͯɺ
ՆͱϨϞϯΛೖΕͯɺޙΦʔϒϯ͕ম͍ͯ͘ΕΔɻ
ָνϯָνϯɻ
ɹ���ڧͰ��ؒɺΦʔϒϯ͔Βඬ͏͍߳Γ
ʹ๕͕͠͞ՃΘͬͯɺҙ͕֮ࣝ੧ͯ͘͠ΔɻͳΜͯ
ͳΜͩΖ͏ɻஈʑ͍͍ম͖৭ʹͳ͍ͬͯ͘ؾͳͤ
ͷɺԿ͔͕ҭ͍ͬͯΔͷΛݟΔΑ͏Ͱָ͍͠ɻͳͥ
͜Μͳ؆୯ͳͷʹීஈΒͳ͍ͷ͔ͳͱ͚͏ࢥ
ΕͲɺී ஈͷੜ׆ʹͬͨΒͬͺΓΒͳ͍ͩΖ͏
ͳɻম͖͕͋ͬͨέʔΩΛ͔ܕΒൈ͍ͯφΠϑΛೖΕ
ΔͱɺαοΫϦͱ͕֮ͨ͠ײʹΘͬͯ͘Δɻ͍ ·ɺ
͜͏͍͏ମײʹٌ͍͑ͯΔͳͱ͏ࢥɻ͜ Μͳ͜ͱ͕ੌ
ɻ͍͠خ͘
ɹࣗͷਓੜͷதͰ༨നͷଟ͓͕͗ͨͭ͢ɺࠓͷࣗ
Λͪΐͬͱ͚ͩͤʹͯ͘͠ΕΔɻͦ ΖͦΖஅ͓
ͭΛܾΊͳ͍ͱ͚ͩݥةΕͲɺ͠ Β͘Ίͨ͘ͳ
͍ͳɻ

柴 田 香 織 （ し ば た ・ か お り ）

真夜中のケーキ

おやつが呼んでる

愛知県生まれ、早稲田大学第一文学部卒業。広告
会社に就職し、営業や媒体開発事業に関わる。2004
年に退社し、スローフード協会が設立したイタリアの食
科学大学修士課程を第一期生として修了。帰国後か
ら食とコミュニケーションをテーマに活動を開始。企業
の食品ディレクション、食に関わる執筆業、地方自治体
のアドバイザーやブランド事業審査員などを務める。

〔note〕柴田香織 KOTODAMA PRESS Co.,Ltd.
〔Instagram〕Kaori Shibata (@eureka522000)
〔Facebook〕Kaori Shibata

イラスト：横山寛多
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ɹ৽ܕίϩφΠϧεɺͱͯͭͳ͍ڴҖΛզʑʹ
༩͑Δ͜ͱͱͳͬͨɻ͜ ͷΑ͏ͳɺ૿ Ճͭͭ͋͠Δ
ఆ֎ͷϦεΫʹͲ͏ରԠ͖͔͕͢ΘΕΔதɺࠓճ
ɺࠂͷతݖ࢈ࡒΛऔΓ͘רϦεΫཧͱ૾ྗ
ʹ͍ͭͯ·ͱΊͯΈ͍ͨɻ

　法基準よりも世論基準

ɹଟ͘ͷࠂओɺύΫϦٙͰɺࣗ ࣾͷࠂʹΫ
ϨʔϜ͕͍ͭͨΓɺϚείϛ͔Βୟ͔ΕͨΓɺωοτ
্ͰԌ্ͨ͠Γͨ͠߹ͷΠϝʔδ্ͷμϝʔδΛ
ԿΑΓؾʹ͢Δɻ׆ࠂಈͷओͨΔత͕Πϝʔδ
ΞοϓͰ͋ΔҎ্ɺ͋ ΔҙຯͰવͷ͜ͱͰ͋Ζ͏ɻ
ɹ͕ͨͬͯ͠ࠂͷϦεΫཧɺ๏తʹͲ͏ͳͷ͔
͞Δ͜ͱͳ͕Βɺੈ ͕Ͳ͏Ԡ͢Δ͔ʹ͍ͭͯɺ
Ͳ͜·Ͱ͍ࢥΛͤΒΕΔ͔͕ΘΕΔɻ
ɹੈʹɺྙ ཧϚφʔͷҙࣝɺࠃՈྗݖେۀا
ͷൃͳͲ༷ʑͳײ͕ࡨ૰͓ͯ͠Γɺ͜ ΕΒʹର
͢Δ૾ྗ͕ٻ͘ڧΊΒΕΔͷͰ͋Δɻ

　“よく似ている”ことと著作権侵害の間

ɹྫ͑ஶݖ࡞๏ҎԼͷΑ͏ͳݐ͚ͱͳ͍ͬͯΔɻ
① 著作権は著作物に発生する。　　　　　　　　　　
͕ͨͬͯ͠ύΫΒΕͨͱ͢Δଆ͕ஶ࡞Ͱͳ͚ͦ
ͦஶݖ࡞৵ཱ͠ͳ͍ɻͦ ͯ͠ஶ࡞ͱ
ͷͰ͋ͬͯɺͨ͠ݱతʹද࡞Λײຢࢥ」
จܳɺֶ ज़ɺඒज़ຢԻָͷൣғʹଐ͢Δͷ」Λ
͍ ʢ͍��߲�߸ʣɺ͜ ͷఆٛʹ֘͢Δࠂૉࡐ
ҙ֎ʹݶఆ͞Ε͍ͯΔɻ

② 著作権法はアイデアを保護しない。　　　　　　　
͜ͷ๏͕อ͢ޢΔͷɺࣸ ਅΠϥετɺจষɺ
ԻָͳͲɺ۩ମత 「ʹද͞ݱΕͨͷ」Ͱ͋Γɺاը
ΞΠσΞɺίϯηϓτͳͲͷ「಄ͷதʹ͋Δ͚ͩ
ͷͷ」อ͞ޢΕͳ͍ɻ͜ ͷ͜ͱͱͯॏཁͰ
͋Δɻ

③ 本質的な特徴の類似でなければならない。　　　　
ྫ͑ΩϟϥΫλʔΠϥετͰ͋Εɺͦ ͷإද
͕ຊ࣭తಛͱΈͳ͞ΕΔ͜ͱ͕ଟ͍ɻҰํɺ͋ Γ
;Εͨදݱɺ·ͨ৭͍λονͷ「දݱख๏」͕
ͱͳΒͳ͍ͱ͞ΕΔɻ৵ݖ࡞ஶ͍ͯͯࣅ
ɹҎ্๏ج४ͷయ͕ͩܕɺ࣮ ͜ΕΒͷઢҾ͖ʹࡍ
ᐆດͰඍົͰ͋Δɻͦ ͯ͠ɺԾʹ͜ΕΒͷج४ʹΑͬ
ͯஶݖ࡞৵͕൱ఆ͞Εͨͱͯ͠ɺͨ͠࡞͕ҹ
తʹଞਓͷͷʹྨ͍ͯ͠ࣅΕɺੈ ༰ࣻͳ͘ύ
ΫϦٙΛ͔͚͛ͯ͘ΔՄੑ͕͋Δɻ
ɹ·ͨ๏ఊʹࠐͪ࣋·Εͨ߹ɺͦ ͷ࿑ྗίετ
େ͖ͳෛ୲ͱͳΔ͠ɺՃ͑ͯɺͨ ͱ͑উૌͨ͠ͱͯ͠ɺ
τϥϒϧΛট͍ͨͱ͍͏࣮ࣄΔɻͭ ·Γҧ๏ߦҝͱ
มΘΒͳ͍௧खΛඃΔՄੑ൱ఆͰ͖ͳ͍ɻ

　グレーゾーンにある権利への想像力

ɹ͞Βʹࠂͷૉࡐʹɺ๏తࠜ֬໌͕ڌͰͳ͍··ɺ
উखʹ͏ͱͦͷํ͍ʹΑͬͯΫϨʔϜ͕͍ͨΓ
ྉΛऩ͞ΕͨΓ͢Δͷ͕͋Δɻྫ༺ ͑༗໊ͳݐ
ͷࣸਅɺࡱӨ༻খಓ۩ͱͯ͠ͷϒϥϯυɺ٬ސ
ͷΛ͍͏ɻͭ࣋తՁΛ࢈ࡒҾྗ͕͋ΓҰఆͷٵ
ɹ͜ΕΒͷૉࡐΛࠂར༻͢Δ߹ɺ࣮ ্ؔے
ͷ֬ೝࣄલڐɺΫϨδοτΛೖΕΔɺಠಛͳ
૾ྗͱ৻ॏͳରԠ͕ٻΊΒΕΔ͜ͱ͕ଟ͍ɻ

　広告の実務者に必要とされるスタンス

ɹࣗΒͷද͕ݱଞਓͷͷʹྨ͢ࣅΔͱࢥΘΕΔ࣌ɺ๏
ͷจྫΛࣗʹͱͬͯ߹Α͘ղऍ͠ɺ̓ қ
ʹਐΊΔ͜ͱ৻·ͳ͚ΕͳΒͳ͍ɻ
ɹ๏తݟղΛ౿·͑ͳ͕Βৗࣝతͳ֮ײͰ၆ᛌతʹ
ΈͯΈΔɺࠓͷࣗͱٯͷཱ͔Βଊ͑ͯΈΔɺ࠷ѱ
ͷঢ়ଶΛ૾ͯ͠ΈΔɺ࣮ ऀʹͦΜͳελϯε͕ඞ
ཁͰ͋Δɻ·ͨஅ͕͍͠ͱͨͬࢥΒΘͣݖࡒʹ
͖Ͱ͋Ζ͏ɻ��ɹ͙ڼͷஅΛ࢜ޢห͍ڧ

山梨県生まれ、武蔵野美大造形学部卒。広告制作会社等
を経て廣告社㈱にデザイナーとして入社。クリエイティブ・メ
ディア・営業部門等の責任者を経験後、代表取締役社長
就任（2016年退任）。著書に『「広告の著作権」実用ハンド
ブック』（太田出版）、共著に『Ｑ＆Ａで学ぶ写真著作権』（太
田出版）がある。日本広告学会会員。

広告知財コンサルタント

志村  潔（しむら・きよし）
広告の知的財産権、

そのリスク管理と想像力 

006
＞＞＞  知ってトクする！ 広告人のための 法律知識 ＜＜＜
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外出自粛でNetfl ixユーザー数が上昇したが
ɹ֎ग़ࣗॗʹΑͬͯɺςϨϏΦϯϥΠϯಈըͷࢹௌ͕ؒ࣌
͘ͳͬͨͷ࣮͢ײΔɻಛ 「ʹΦϯϥΠϯಈըϏδωε」ʹ
͓͍ͯɺ$07*%���ൃੜΛىʹݩلલʗޙݩلͱ͚ͯɺ
ถࠃͰ「χϡʔɾϊʔϚϧʢ৽ৗଶʣ」Ϟσϧ͕୳ΒΕ͍ͯΔɻ

ɹྫ͑/FUq�JYͷ����ୈ࢛�ظʹൃද͠ *ͨ3Ͱʢਤ
�ʣɺ「༗ྉαϒεΫͷܖऀ」ੈք߹ܭͰաߴ࠷ڈͷ
����ສਓ͕૿Ճ ʢ͠ࡢಉ͕ظ���ສਓ૿ʣɺྦྷ Ͱ�ԯܭ
����ສਓʹ౸ୡ͠ ʢͨਤ�ʣɻ͜ ͷτοϓϥΠϯࣈͷܖ
ऀ͕Ԇͼ͍͔ͯͨΒͱͯͬݴɺϘτϜϥΠϯࣈͷɺ৽͠
ɻ͍ͨ͠ߟ࠶ஙΛͲ͜ʹਐΊΔͷ͔ɺߏະདྷՁͷ࢈ࢿ͍

ɹཧతܦ࿏ΛΘͣʹΦϯϥΠϯ্Ͱ৴݁͢Δಈը
ϏδωεͰ͋ͬͯɺࡏݱͷ「৽」ੈ քࡁܦͷ「ڊେͳ」ʹ
ͱͳ 「͏৽」ϋʔυϧ͕ଟੜ·Ε͍ͯΔɻ

ɹͨͱ͑ɺطʹຊͷςϨϏۀہքͰ「υϥϚࡱӨݱ
h �ີ ͷɦయܕ」ͱͯ͠ɺରԠํ๏͕ܾ·Δ·Ͱ੍࡞Ԇظͱ
͞Εͨίϯςϯπ͕͋Δͷ͝ଘͩΖ͏ɻय़ɾՆγʔζ
ϯͷεϙʔπ͕தࢭʹͳΔͷಉ༷ͩɻ

ɹ͜ͷݱ͕/FUq�JYܦӦʹ͓͍ͯɺ「ੈք֤ࠃͷ੍ࢢ࡞」
ʹͯಉൃ࣌ੜதͰ͋Δɻ͜ ΕʹΑͬͯҰ࣌తʹɺ/FUq�JYͷ
Ωϟογϡϑϩʔঢ়گɺαϒεΫਃͨ͑૿͕ऀࠐͷʹɺ੍
FUq�JY/ʹ࣌సͨ͠ɻಉΔ͜ͱͰઅɾݮ͍ίετ͕ࢧ࡞
ͷגՁ「ࣗػ」͕ ࣌ͷ�ʵ�݄ΑΓɺ�ʵ�݄ࠒΔ·࢝
৽͍ͯ͠ΔɻߋΛߴ࠷্࢙ͷํ্͕ճΓɺظ

ɹҰํͰถࢢࠃब࿑ਓ͕ޱ�ԯ����ສਓͷதͰɺل
�ͷ��िؒͰޙݩ���ສਓʢʂʣͷࣦ1※͕ऀۀ）Ոࢧ
··ͳΒͳ͍ঢ়گԼʹಥೖͨ͠ɻ/FUq�JYͷָޘίϯςϯπ
ޙࠓ「ਓؾ৽࡞ͷݟ௨͠ͳ͘」ɺ「എʹෲΛ͑Ε͵ɺղ
͕૿͑Δ」ϘτϜϥΠϯܾ͕ࡁഭ͍ͬͯΔͣͩɻ

次の予兆は、行政発表の「新・教育」のカテゴリー
ɹΦϯϥΠϯಈըͷ৽ͨͳউػɾώϯτΛ͓͑͠Α͏ɻถ
ɺʢ͋ͷʣ͕ࣄͷχϡʔϤʔΫभͰ݄̑̑ʹΫΦϞभࠃ
ϝϦϯμɾήΠπஂࡒͱڞಉ͠ 「ͯχϡʔɾϊʔϚϧɿ৽ৗଶ
ʹ͓͚Δڭҭ࠶」ܭըΛࡦఆɺͷใಓΛͬߦ （ͨ詳細はリンク参

照 ※2）ɻ「ߦͷൃද」ɺ「.JDSPTPGU」ɺ「ʢָޘҎ্ͷʣڭҭ」ͱ͍
͏ΦϯϥΠϯͷ৽͍͠ͷΓͩޱɻຊͰͳ͔ͥɺ͋
·Γେ͖͘౿ΈࠐΜͰใಓ͞Ε͍ͯͳ͍ɻ

ɹچདྷͷࣾࢢձ͕ͪ࣋ಘͨີूʹΑΔ「ձٞ」「ࣨڭ」「ݚ
म」「௨ୡ」ͳͲͷใϧʔτํࣜΛɺ「ܥ౷ཱͯͯ」৽ɾ࠶
ʹґଘ͠ͳ͍ʣํػͷࢢچங͢Δʢߏ ΛɺओಋͰ
͜Ε͔ΒࢿΛޙԡ͢͠Δূͩɻطଘͷ/FUq�JYʢʣ͕ ங͍ͨ
ͱ͍͏ΈΛӽ͑「ө૾ίϯςϯπ৴ָޘͷܕ(164」
ͯɺ͞ Β 「ʹํ」ͷ「ڭҭ」ͱ͍͏৽͍͠উؚ͕ػ·ΕΔɻ

ɹͦͷઌʹ͋Δͣͷ「�(」「*P5」ͷੈ࣍Πϯϑϥෑઃ
ΛݗҾͤ͞Δɺઌखͷίϯςϯπଆͱ͍ͯͨ͠͠ɻถࠃ
Ͱ7FSJ[POɺ"5�5ͷ௨৴ΩϟϦΞ͕͢Ͱ 「ʹ164)
৴λʔήςΟϯά」͔ۀࣄΒͬͦ͜ΓखΛҾ͍͍ͯΔͷ͕ɺ
͜ͷউػͷ४උ༧ஹͩɻ

⾢⾢ W O R L DW O R L D  A D  R E P O R T

Netfl ixを超える、
「ニュー」コンテンツの勝機
「教育」というカテゴリー
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2020年の1月～3月の第1四半期を、対前年同期間と2019年1年間で比較　
単位は1,000
出典：同上

北米 
　契約者増
　合計
欧州 
　契約者増
　合計
ラテンアメリカ 
　契約者増
　合計
アジア 
　契約者増
　合計
世界合計 
　契約者増
　合計

2019年1-3月  

 1,876 
 66,633 

 4,724 
 42,542 

 1,470 
 27,547 

 1,534 
 12,141 

 9,604 
 148,863 

2019年末合計  
  

2,905 
 67,662 

 13,960 
 51,778 

 5,340 
 31,417 

 5,626 
 16,233 

 55,662 
 167,090 

2020年1-3月  

  2,307 
 69,969 

 6,956 
 58,734 

 2,901 
 34,318 

 3,602 
 19,835 

 15,766 
 182,856 

※１  5月30日終了週までの米国失業申請者9週間の統計は約4,075万人
       https://tradingeconomics.com/united-states/jobless-claims
※2  ニューヨークの日本国総領事館の発表文より　
       https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/fi les/100052092.pdf

（図2）Netfl ixの2020年第1四半期の契約者数の伸びと、契約者合計

デジタルインテリジェンス　ニューヨーク　榮枝 洋文

出典： https://www.netfl ixinvestor.com/ir-overview/

（図1）Netfl ixの2020年第1四半期のIR発表のサイト
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ɹҬͷັྗΛ13͢Δํ๏༷ʑʹ͋Γ·͢ɻؒ࣌ͱ
͓ۚΛ͔͚Εྑ࣭ͷ13͕Ͱ͖Δ͔͠Ε·ͤΜɻͰ
͕͢ɺଟ͘ͷ࣏ࣗମͰ༧ࢉͱਓһʹݶΓ͕͋Γ·͢ɻ
ྫ֎Ͱ͋Γ·ͤΜͰͨ͠ɻࢢճ͝հ͢ΔɺদӜࠓ

ɹ࡚ݝͷ෦ʹҐஔ͢ΔদӜࢢɺࣗ વ๛͔ͳͱ
ւ࢈͕๛Ͱ͢ɻ·ͨɺઓ࣌ࠃʹ໊Λ͔ͨͤ߾দӜ
ਫ܉Ώ͔Γͷͱͯ͠ΒΕ͍ͯ·͢ɻ٬ޫ؍ͷଟ͘
ྺ࢙ࣗવ͕͖ͳਓ͕ଟ͘ྸ͕ߴΊͳ͏͑ɺւ
Γ·ͤΜ͕ܨʹޫ؍த৺Ͱͳ͔ͳ͔͕ͤد͓औΓ࢈
Ͱͨ͠ɻ

ɹͦ͜Ͱɺಉࢢʹग़͍ͯΒ͑ΔΑ͏ɺ৯ͱޫ؍Λ͔
ΒΊΔൃʹͨͲΓண͖·͢ɻݱʹΛӡΜͰͰ৯
͍ͨͷԿ͔ɺͱΛ͚ͨͷ͕৽ͳΞδΛ༻
͠ ʠͨΞδϑϥΠʡͰͨ͠ɻ͜ ΕΛػ 「ʹΞδϑϥΠͷ
」ͱͯ͠ύϯϑϨοτޫ؍αΠτɺಈըͳͲͰ13Λ

Ί·ͨ͠ɻ݁࢝ ՌɺϝσΟΞͰ͞Ε
ͱ͍͍·͢ɻ͕ͨͬ٬ͷྸޫ؍

ɹͦΕ·Ͱࠃ͚ͷ13͕த৺Ͱ͠
͕ͨɺ͞ ΒͳΔൃలΛͨ͢ࢦΊଟݴ
ɻͦ͢·͑ߟରԠޠ Μͳ࣌ʹͬͨ
ͷ͕ɺޫ؍πΞʔΞϓϦ「4QPU5PVSʢҎ
ԼεϙοτπΞʔʣ」Ͱͨ͠ɻ

ɹεϙοτπΞʔɺҬͷັྗΛ໊
ॴ͝ͱͷʡʡͰͳ͘πΞʔɺͭ ·Γʡ
ઢʡͱͯ͠৴͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻΞ
ϓϦʹҬͷπΞʔใ͕ొͰ
͖ɺӳɾதʢ؆ମ�ൟରʣɺؖ ɺɺҏͳͲ
ओཁ��ΧޠࠃʹରԠ͠·͢ɻ

ɹࡏݱಉࢢͰ「দӜઈܠεϙοτ」ͱ「ΞδϑϥΠ৯
า͖」ͷೋͭͷπΞʔ͕ొ͞Ε͍ͯ·͢ɻ·ͨɺແਓ
ͷޫ؍εϙοτ๚ऀͷΛѲͮ͠Β͍Ͱ͕͢ɺε
ϙοτπΞʔʹσδλϧελϯϓػ͕͋Γɺ͜ ΕΛ
͢Δ͜ͱ͕ՄͰ͢ɻه๚Λ͑
ɹ「দӜࢢʹΛӡΜͰΒ͏͖͔͚͕ͬͰ͖ͨͱ͡ײ
͍ͯ·͢ɻޙࠓεϙοτπΞʔͷཱྀऀߦಛయػͳͲ
׆༻͍ͯ͘͠༧ఆͰ͢」ɻͱ୲ऀ͠·͢ɻ

ɹ͋ࠓΔݯࢿޫ؍ͷ༗ޮ׆༻ͰɺҬັྗҲΕΔޫ؍
ͱͳΓ·͢ɻ
ɹ࣍ୈͰ·ͪͷ13ͷ෯͍͕ͯͬ͘Ͱ͠ΐ͏ɻ

長崎県

自信を育み地域活性化へ

周南市は
ココ！

福井県Vol.27

宮城県 × おもてなし 静岡市は
ココ！

松浦市は
ココ！

⾢⾢J A P A N

取材・文：株式会社ホープ　末永 沙織
　https://www.zaigenkakuho.com

自治体のここに注目！ 「自治体×〇〇」ＰＲ

松浦市
×

観光ツアーアプリ

多言語対応で幅広くPR

長崎県

自信を育み地域活性化へ

周南市は
ココ！

福井県Vol.27

宮城県 × おもてなし 静岡市は
ココ！

松浦市は
ココ！
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Information

ɹେมͳߘݪʹظ࣌ΛҾ͖ड͚ͯ͠·ͬͨɻੈ քத͕
৽ܕίϩφΠϧεͷཛྷʹҿΈࠐ·ΕɺຊͰ「ٸۓ
Ͱ͋Δ͜ͱ͝گΛड͚֎ग़ጨΒΕΔঢ়「ݴଶએࣄ
ঝͷ௨Γ	�����݄��
ɻຊࡁܦ͍ͭճ෮͢
Δͷ͔ɺ৽نͷࠂड͕෮͢׆Δͷ͍ͭͷ͔ɺͦ
Ε·Ͱձࣾɺࣾ һΛकΓ͖ΕΔͷ͔ɺ৺ɺෆ҆ͷछ
ਚ͖ͳ͍͕ɺࠓͱʹ໋͔͘ୈҰɺଞਓʹΛ͔͚ͳ
͍ੜ׆Λపఈ͢Δ͔͠ͳ͍ͱ͍͏ͱ͜ΖͩΖ͏͔ɻ
ɹͯ͞ɺΘ͕ࣾશ໘తͳςϨϫʔΫ͕࢝·Γɺࣾ ձ
ਓʹͳ͔ͬͯΒͨ͜͠ݧܦͱͳ͍ظͷࡏۈͱ
ͳͬͨɻແݴͷύιίϯͱʹΒΈ߹͍Λଓ͚Δͷʹ
͕͋Γɺ;ͱࣗͰͰ͖Δଉൈ͖ͱͯ͠ɺझຯͷݶ
ΫϥγοΫ$%ؑΛ͍͍ͨͭࢥɻࢲͷѱ͍บͰɺ「͍
͔ͭௌ͘ͷ͔ͩΒ」ͱࣗݾห͠ޢͳ͕ΒҰ࣌ʹ��ຕ
��ຕͱେਓങ͍Λ܁Γฦ͠ɺ͚ͮؾॴ༗ຕ
����ຕΛ͑ɺະௌͷ$%ཷ·͍ͬͯͨɻௌ͍͍ͯ

ͳ͍͜ͱͱങ͍ͬͯͳ͍͜ͱࠞ͠͠ಉ͢Δͷ
Ͱɺಉ͡$%Λങͬͯ͠·͏͜ͱ͋Γɺࠓ·Ͱ͍ͣͿ
Μਓʹ্ࠩ͛ͯ͠تΕͨɻࠓճԿຕ͔ൃ͠ݟɺಉ
ΑΓॴ༗ຕଟ͔ͬͨͣʣࢲͰ͋Δٛఋʢ࢜ͷ
ʹ࿈བྷͨ͠ͱ͜Ζɺ「ܑ͓͞Μɺؐ ྐྵա͗ͨΒऴ׆Ͱ͢
Αɻͦ Μͳʹऩूͯ͠ɺࢮ͵·Ͱʹௌ͖͖Ε·ͤΜ
Αɻ」ͱઆ་͞Εͯ͠·ͬͨɻݱʹ���ຕఔ·ͰߜΓ
ΜͰॲͨ͠ͱ͍͏ɻࠐ
ɹ͔֬ʹίϩφՒͷதͰສਓ͕ฏʹ໋ͷݥةʹ͞Β
͞Ε͍ͯΔࠓɺԿΒ͔ͷ४උΛ͢Δ͜ͱʹҙ͕ٛ͋Δ
͔͠Εͳ͍ɻௌ͍͍ͯͳ͍$%Λେྔʹͯ͜͠ͷ
ੈΛڈΔͷ৺ΓͰ͋Δ͠ɺ͜ ͷઍࡌҰ۰ͷػձΛ
ੜ͔͢͜ͱͱ͠Α͏ɻ໌ Δ͋͘ؾ׆Δࣾձͷ෮׆Λف
Γͭͭɻ

理事  原口　宰
 （ジェイアール東日本企画）

在宅勤務雑感ひと ・ こと

P.90 ຊྉۚجใࡶ

छྨ
誤）

正）

P.94

誤）

正）

ಥग़ ଞ໘

౦ژຊࣾ൛

P.90 ຊྉۚجใࡶ

छྨ
誤）

正）

P.94

誤）

正）

ಥग़ ଞ໘

౦ژຊࣾ൛

「新聞広告料金表2019年下期版」産経新
聞の料金表に誤りがございました。深くお詫
び申し上げますとともに、右記の通り訂正さ
せていただきます。

ɹ৽ܕίϩφΠϧεײછ͕ظԽ͢Δͳ͔Ͱɺ͔Βۓ
ۈࡏͷ֎ग़ࣗॗฏͷٸΒΕෆཁෆͤൃ͕ݴଶએࣄٸ
ͷ࣮͕ࢪཁ͞Ε͍ͯΔͳ͔ͰͷٸۓΞϯέʔτͰ͠ ͕ͨɺ��
ࣾͷճΛ͍ͨͩ ·͖͠ ͨɻʢௐࠪظ ɿؒ����� �݄�ʙ�݄�ʣ

ɹ৽ܕίϩφΠϧεɺ「ܦӦʹӨڹΛٴ΅͍ͯ͠Δ」ͱͷ
ճ͕��ࣾ͋Γ·͠ ͨɻ
ɹͦͷ「ӨڹΛٴ΅͍ͯ͠Δ」͜ ͱΛ۩ମతͳൣғͰ͓͑
͍͍ͨͩͨ༰Λ�ͭʹ·ͱΊ·͠ ͨɻ
�̍ ɽࠂ�ల։ͷࣗॗɺࠂग़ߘͷࣗॗɺϚʔέςΟϯά׆ಈͷ
ࣗॗ

�̎ ɽ༧ఆ͍ͯͨ͠ΠϕϯτͷதࢭɾԆظ
�̏ ɽΩϟϯϖʔϯͷதࢭɾԆظ
�̐ ɽࡏۈͷͨΊӦ׆ۀಈ͕Ͱ͖ͳ͍

�
�̑ ɽ�ϦϞʔτ͓ ΑͼࡏͷͨΊ৽ೖࣾһͷݚमࣾίϛϡχ
έʔγϣϯ͕εϜʔζʹ͍͔ͳ͍

�̒ ɽ੍ ߋըͷมاظɾԆࢭͷதۀ࡞
�̓ ɽࡏۈʢΠϯϑϥʣඋͷͨΊͷίετ

ɹ܁ۚࢿΓࢧԉͱ͠ ͯ৴༻อূ੍ɺ༥੍ࢿͳͲ͋Δ͜ͱ
Λ͝ଘ͡Ͱ͔͢ͱͨͬͱ͜Ζɺ��ࣾͷ͏ͪɺ��੍͕ࣾ
͋Δ͜ͱΛ「ͬͯ ͍Δ」ͱճɺͦ ͷ͏ͪͷ�੍ࣾΛਃ
͠ɺ「ݕ౼͍ͯ͠Δ」�ࣾͰ͠ ͨɻ

ɹ֤ࣾͲͷΑ͏ͳରࡦɺରԠΛ͠ ͍ͯ·͔͢ͱ͏ͱɺ́ ͱΜ
Ͳͷࣾ「ࠩ࣌௨ۈ」ɺ「ςϨϫʔΫɾࡏۈ」ɺ「ෆཁෆٸ
ͷ֎ग़͠ͳ͍」ɺ「֎෦ͱͷଧͪ߹Θ ɾͤձٞΦϯϥΠϯ」ɺ
「ग़ுΛ͑߇Δ」ͱճ͕͋Γ·͠ ͨɻ「ͦͷଞ」ͱ͠ ଇݪͯ」
ग़ࣾࢭېʢग़ݮۈʣ」ɺ「डͷ෧ʢདྷ๚ऀͷೖࣨࢭېʣ」ɺ
「ձٞͷճΛݮΒ͠ ॖ」ɺ「ձٞेͳεϖʔεؒ࣌
ͱؾΛ֬อ」ͱ۩ମతʹճΛ͍ͨͩ ·͖͠ ͨɻ

新型コロナウイルス感染症による
経営への影響と対策の取り組みについて
アンケートまとめ抜粋

※ご回答いただきました会員社の皆さま、ご協力ありがとうございました。
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